
令和７年度

新冠町功労賞・善行賞贈呈式

自
治
功
労
賞

○
鳴
海　

修
司
さ
ん
（
字
本
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
町
長
と
し
て
自
治
の
振
興

発
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

生
活
文
化
功
労
賞

○
中
村　

陸
男
さ
ん
（
字
中
央
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
自
治
会
長
と
し
て
地
域
の

生
活
文
化
の
向
上
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

○
松
本　

健
さ
ん
（
字
若
園
）

　

永
年
に
わ
た
り
自
治
会
長
と
し
て
地
域
の

生
活
文
化
の
向
上
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
当
日
は
ご
都
合
に
よ
り
欠
席

さ
れ
ま
し
た
。

○
石
田　

正
胤
さ
ん
（
字
東
泊
津
）

　

永
年
に
わ
た
り
自
治
会
長
と
し
て
地
域
の

生
活
文
化
の
向
上
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

○
飛
渡　

勝
廣
さ
ん
（
字
中
央
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
自
治
会
役
員
と
し
て
地
域

の
生
活
文
化
の
向
上
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

○
小
泉　

弘
明
さ
ん
（
字
東
泊
津
）

　

永
年
に
わ
た
り
自
治
会
役
員
と
し
て
地
域

の
生
活
文
化
の
向
上
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

○
橋
本　

浩
さ
ん
（
字
東
泊
津
）

　

永
年
に
わ
た
り
自
治
会
役
員
と
し
て
地
域

の
生
活
文
化
の
向
上
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
当
日
は
ご
都
合
に
よ
り
欠

席
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

○
故 

八
木　

真
樹
さ
ん
（
字
北
星
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
体
育
指
導
者
と
し
て
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
発
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

善
行
賞

○
札
幌
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社

（
札
幌
市
中
央
区
）

　

本
町
の
発
展
の
た
め
多
額
の
財
産
を
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
56
回
目
を
迎
え
る
新
冠
町
功
労

賞
・
善
行
賞
の
贈
呈
式
が
、
11
月
３
日
文
化

の
日
に
レ
・
コ
ー
ド
館
町
民
ホ
ー
ル
を
会
場

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
山
本
町
長
の
式
辞
の
後
、

受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に
町
長
か
ら
功
労
章
や

表
彰
盾
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
冠
町
議
会
議
長
氏
家
良
美
さ

ん
か
ら
祝
辞
、
町
内
の
青
年
を
代
表
し
て
新

冠
町
青
年
団
体
連
絡
会
議
議
長
工
藤
紘
士
さ

ん
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

第５５回 新冠町民文化祭

芸能発表会・総合作品展
　

新
冠
町
文
化
協
会
は
、
レ
・
コ
ー
ド

館
で
第
55
回
新
冠
町
民
文
化
祭
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

10
月
19
日
の
「
芸
能
発
表
会
」
で

は
、
町
文
化
協
会
加
盟
団
体
と
新
冠
中

学
校
吹
奏
楽
部
の
計
13
団
体
が
出
演
し
、

３
5
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
24
日
か
ら
26
日
に
開
か

れ
た
「
総
合
作
品
展
」
で
は
、
協
会
加

盟
団
体
や
町
内
の
小
中
学
校
な
ど
11
団

体
と
個
人
が
作
品
を
出
展
し
、
延
べ

６
１
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

出
演
者
・
出
展
者
と
も
に
日
頃
の
成
果

を
披
露
し
、
会
場
は
多
彩
な
文
化
と
芸
術

に
触
れ
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。
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